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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 1,039 △39.3 210 △16.2 265 △10.2 183 △7.0

2024年３月期第１四半期 1,712 16.3 251 227.2 295 148.1 197 117.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 140.68 －

2024年３月期第１四半期 151.32 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 11,276 7,310 64.8

2024年３月期 11,382 7,258 63.8

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 7,310百万円 2024年３月期 7,258百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 0.00 － 60.00 60.00

2025年３月期 －

2025年３月期（予想） 0.00 － 60.00 60.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 2,500 △29.8 100 △73.6 150 △64.8 110 △62.1 84.20

通期 6,600 △13.4 440 △31.0 510 △31.2 370 △24.4 283.21

１．2025年３月期第１四半期の業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期１Ｑ 1,373,000株 2024年３月期 1,373,000株

②  期末自己株式数 2025年３月期１Ｑ 66,605株 2024年３月期 66,557株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期１Ｑ 1,306,430株 2024年３月期１Ｑ 1,306,513株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１.経営成績等の概況(３)業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご

覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第1四半期累計期間におけるわが国経済は、為替の円安による物価上昇、個人消費の低迷に加え、中東をめぐ

る情勢など景気の下押しリスクを抱えながら、インバウンド需要の増加、好調な企業収益に支えられた活発な設備

投資などにより緩やかに回復しました。景気の先行きについては、内需を中心に緩やかな回復軌道が継続するもの

と思われますが、日本を含む主要国の金利政策、それに伴う為替や景気の動向など不透明な要素が多く、注視が必

要です。

　このような状況の中で、国内売上高は、736百万円と前年同期（1,530百万円）に比べ、793百万円（51.9％）の

減収となりました。これは、主力の農薬中間物の販売が顧客の在庫調整の影響で大幅に減少したためです。

　輸出売上高は、302百万円と前年同期（182百万円）に比べ、120百万円(66.1％)の増収となりました。これは、

欧州向けの医薬中間物が大幅に増加したためです。

　この結果、総売上高は1,039百万円となり、前年同期（1,712百万円）に比べ673百万円（39.3％）の減収となり

ました。また、輸出比率は29.1％（前年同期10.6％）となりました。

　利益につきましては、経費節減などコスト改善に努めましたが、売上高の減収や在庫調整に伴う工場稼働率の低

下もあり、営業利益は210百万円（前年同期 251百万円）となりました。営業外収益では、受取配当金28百万円、

補助金収入14百万円等があり、経常利益は265百万円（前年同期 295百万円）、四半期純利益は183百万円（前年同

期 197百万円）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

①（資産、負債及び純資産の状況）

　当第１四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ106百万円減少の11,276百万円となりました。これは

主に、商品及び製品は453百万円、仕掛品は293百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金が650百万円、現金及

び預金が244百万円それぞれ減少したこと等によるものです。

　負債につきましては、前事業年度末に比べ157百万円減少の3,966百万円となりました。これは主に、借入金が

120百万円減少したこと等によるものです。

　また、純資産は前事業年度末に比べ51百万円増加の7,310百万円となり、自己資本比率は64.8％（前事業年度末

63.8％）となりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

      　2025年３月期の業績予想につきましては、2024年５月10日の決算発表時における業績予想から変更はありませ

ん。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 731,008 486,625

受取手形及び売掛金 2,321,082 1,671,018

商品及び製品 1,740,803 2,194,701

仕掛品 42,611 335,792

原材料及び貯蔵品 588,251 611,606

その他 18,329 77,083

貸倒引当金 △6,980 △5,048

流動資産合計 5,435,105 5,371,779

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 690,383 705,943

機械及び装置（純額） 1,221,219 1,263,200

土地 1,326,989 1,326,989

その他（純額） 624,548 583,217

有形固定資産合計 3,863,140 3,879,351

無形固定資産

その他 4,418 12,845

無形固定資産合計 4,418 12,845

投資その他の資産

投資有価証券 1,926,892 1,853,687

関係会社株式 3,819 3,819

その他 157,264 163,045

貸倒引当金 △8,020 △8,020

投資その他の資産合計 2,079,955 2,012,531

固定資産合計 5,947,514 5,904,727

資産合計 11,382,620 11,276,507

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 921,166 934,743

短期借入金 400,000 400,000

１年内返済予定の長期借入金 455,871 435,019

未払金 105,385 168,829

未払費用 306,163 417,452

未払法人税等 128,058 58,376

未払消費税等 125,202 －

賞与引当金 107,609 44,484

解体撤去引当金 254,000 254,000

その他 96,221 138,145

流動負債合計 2,899,677 2,851,051

固定負債

長期借入金 755,000 655,000

退職給付引当金 427,459 419,824

その他 41,662 40,276

固定負債合計 1,224,122 1,115,101

負債合計 4,123,800 3,966,153

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第１四半期会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,510,000 2,510,000

資本剰余金 2,016,543 2,016,543

利益剰余金 2,200,456 2,305,863

自己株式 △105,638 △105,762

株主資本合計 6,621,360 6,726,643

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 637,459 588,245

繰延ヘッジ損益 － △4,535

評価・換算差額等合計 637,459 583,709

純資産合計 7,258,819 7,310,353

負債純資産合計 11,382,620 11,276,507
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（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 1,712,602 1,039,187

売上原価 1,244,000 608,943

売上総利益 468,602 430,244

販売費及び一般管理費

発送運賃 5,539 4,814

従業員給料及び手当 83,613 78,868

賞与引当金繰入額 9,871 11,089

退職給付費用 4,524 5,594

その他 114,046 119,651

販売費及び一般管理費合計 217,596 220,018

営業利益 251,006 210,226

営業外収益

受取配当金 26,777 28,478

為替差益 18,545 4,827

補助金収入 549 14,846

サンプル売却益 2,855 8,504

その他 751 2,594

営業外収益合計 49,477 59,250

営業外費用

支払利息 3,149 2,456

その他 1,440 1,228

営業外費用合計 4,589 3,685

経常利益 295,894 265,791

特別損失

固定資産除却損 7,564 3,341

特別損失合計 7,564 3,341

税引前四半期純利益 288,329 262,449

法人税、住民税及び事業税 80,183 56,431

法人税等調整額 10,444 22,223

法人税等合計 90,627 78,655

四半期純利益 197,701 183,793

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

　当社の四半期財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２

項に定める記載の省略を適用）に準拠して作成しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第１四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自　2024年４

月１日　至　2024年６月30日）

　当社の事業は、有機化学合成に基づく中間物の製造、販売、研究及びサービス等を行う単一セグメントである

ため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（四半期貸借対照表に関する注記）

　　　 偶発債務

　　 　（重要な訴訟事件）

           当社は、元従業員遺族より2022年11月４日付で、福井地方裁判所に労働審判を申立てられました（労働審判

         を求める事項の価額　103,903千円及びこれに対する遅延損害金）。

           2023年３月14日、80,000千円の範囲で請求を認容する労働審判が下されましたが、同月16日当社が異議を申

         立てたことにより失効し、福井地方裁判所での通常訴訟に移行し、係争中です。訴訟の推移によっては、今後

         の業績に影響を及ぼす可能性もありますが、現時点ではその影響を予測することは困難であります。

前第１四半期累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 114,334千円 108,056千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりであります。

前第１四半期累計期間
（自　2023年４月１日

　　　　  至　2023年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年４月１日

　　　　  至　2024年６月30日）

区　分 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

医薬中間物 120,219 8.1 △175 △0.0

農薬中間物 1,166,063 78.9 723,671 77.0

機能性中間物 86,548 5.9 122,579 13.1

界面活性剤 104,300 7.1 93,371 9.9

その他 0 0.0 － －

合　計 1,477,133 100.0 939,446 100.0

３．補足情報

（生産及び販売の状況）

　当社は、単一セグメントであるため、製品の種類別ごとの生産及び販売の状況を記載しております。

　① 生産実績

当第１四半期累計期間における生産実績を製品の種類別に示すと、次のとおりであります。
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前第１四半期累計期間
（自　2023年４月１日

　　　　  至　2023年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　2024年４月１日

　　　　  至　2024年６月30日）

区　分 金額（千円） 構成比（％） 金額（千円） 構成比（％）

医薬中間物 195,230 11.4 339,017 32.6

農薬中間物 1,221,567 71.3 412,285 39.7

機能性中間物 173,145 10.1 168,628 16.2

界面活性剤 95,875 5.6 93,066 9.0

その他 26,783 1.6 26,189 2.5

合　計 1,712,602 100.0 1,039,187 100.0

　② 販売実績

当第１四半期累計期間における販売実績を製品の種類別に示すと、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2024年８月７日

スガイ化学工業株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

大阪事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 神　田　　正　史

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 長 谷 川　卓　也

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているスガイ化学工業株式会社の2024年４月１日から2025年

３月31日までの第74期事業年度の第１四半期会計期間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）及び第１四半期累計期

間（2024年４月１日から2024年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書

及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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